
予報官の危機感を伝えるために 

予報部予報課 

気象防災推進室 
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奈良県では、南部を中心に、土砂災害や浸水害、
河川のはん濫に最大級の警戒が必要です。 

奈良県では、南部を中心に断続的に非常に激し
い雨が降っており、降り始めからの総雨量が南部
の多いところでは１７００ミリを超えているところが 
あります。 

予
報
官
の
危
機
感 

台風が遠ざかるので大雨は終息する 

1700ミリってどのくらい？ 

多いところってどこ？ 

忙しくて情報をゆっくり読んでいる時間がない 

市
町
村 

伝わらない 

平成23年台風第12号の際の呼びかけ 
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主な課題 

• 地域防災計画への記載が
不十分。また、 情報が想定

する防災対応と地域防災計
画への記載が必ずしも一致
しない（警報で自主避難等）
という状況となっている。 

• 記録的な大雨となる段階で
状況の切迫性が十分に伝
わっていない（平成23年台
風第12号）との課題も明ら
かとなった。 

今後の対応方針 

• 住民の防災行動の観点から
情報の体系を検証し、防災
行動の各段階により適合し
た防災気象情報となるよう
改善。 

• 重大な災害をもたらす記録
的な大雨等の現象が発生も
しくは予想される場合に、よ
り的確に自治体および住民
に伝わるよう改善。 

平成23年度政策レビュー 
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（見出し）  大型の台風第１２号は、山陰沖をゆっくり北上しています。奈
良県では、南 部を中心に、土砂災害や浸水害、河川のはん濫に
最大級の警戒が必要です。 

 （本文）  大型の台風第１２号は、４日６時には山陰沖の北緯３５度５０
分、東経１ ３３度４０分にあって、１時間におよそ１０キロの速さで
北へ進んでいます 。中心の気圧は９９２ヘクトパスカル、最大風速
は２３メートル、最大瞬間 風速は３５メートルで、中心の北東側７５
０キロ以内と南西側５６０キロ以 内では、風速１５メートル以上の
強い風が吹いています。  

     奈良県では、南部を中心に断続的に非常に激しい雨が降っており、
降り始 めからの総雨量が南部の多いところでは１７００ミリを超え
ているところが あります。広い範囲で土砂災害の危険度の高い状
態が続いています。 

     台風の動きが遅く、４日昼過ぎにかけて非常に激しい雨の降る所
がありま す。  土砂災害や浸水害、河川のはん濫に最大級の警
戒が必要です。  

     発達した雨雲の近くでは、竜巻などの激しい突風が発生するおそ
れもあり ますので注意して下さい。  また、４日昼前にかけて強風
に注意して下さい。 

［雨の実況］  降り始めの８月３０日１８時から９月４日６時までの総降水
量（アメダス 速報値）は、主なところで、 

      上北山村小橡  １７３７．０ミリ  十津川村風屋  １３１５．５ミリ 

      天川      １０２３．０ミリ  曽爾       ７６１．０ミリ 

      十津川村玉置山  ６９９．０ミリ（３日２３時３０分から欠測） 

      吉野       ４９３．０ミリ  宇陀市大宇陀   ３００．０ミリ  

［雨の予想］  ４日に予想される１時間降水量は、 

     多いところで   北部  ２０ミリ   南部  ６０ミリ 

      ４日６時から５日６時までに予想される２４時間降水量は、 

     多いところで 、 北部 １００ミリ   南部 ２５０ミリ 

［防災上の警戒事項］  土砂災害、浸水害、河川のはん濫 

［防災上の注意事項］  強風、落雷、竜巻などの激しい突風  最新の台
風情報や、気象台の発表する警報、注意報、気象情報に留意 し
て下さい。  
 

（見出し） 

○○豪雨に匹敵する大雨となってい
ます。        

（見出し） 

明るいうちに避難、身の安全の確保
をしてください。     

（見出し） 

これまでに経験したことのない大雨
となっています。      

（見出し） 

３日間の雨量が、この地域での1年
分の雨量になっています。         

現行完全形式 ここぞと言うときに短文形式 

具体的な改善策 
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「経験したことのない大雨」とは？ 

過去に被害の大きかった台風や命名豪雨に
相当する大雨から求めた指標 

50年に一度の大雨を超過した5km格子が50格子 
 ・解析雨量48時間積算値 
 ・土壌雨量指数 
 ・流域雨量指数 
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「50年に一度の大雨」とは？ 

過去の大雨の事例 

• 平成23年台風第12号 

• 平成23年新潟・福島豪雨 

• 平成17年台風第14号 

• 平成16年台風第23号と前線 

 

  必ずしも全ての「記録に残る豪雨」
が該当するわけではありません 
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記録的な大雨の発生の記述例 

記録的な大雨に関する近畿地方気象情報 第○号 
平成○年○月○日△時△分 

大阪管区気象台発表 
（見出し） 

 奈良県，和歌山県を中心とする広い範囲において，これまでに経験し
たことのないような大雨になっています。この地域の方は，明るいうち
の避難、安全確保を行ってください。 

記録的な大雨に関する和歌山県気象情報 第○号 
平成○年○月○日△時△分 

和歌山地方気象台発表 
（見出し） 

 新宮市及び田辺市を中心に和歌山県南部の広い範囲において，これ
までに経験したことのないような大雨になっています。この地域の方は，
厳重に警戒してください。 

・情報は見出し文のみとし，本文は作成しない。 
・具体的な地域名を記述する。 
・広い範囲で記録的な大雨が発生していることを伝える。 

例 

全般気象情報も同様に発表します 
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予報部予報課 

気象防災推進室 
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通常「風速○○メートル」と言えば 

 ⇒10分間の平均風速（ｍ／ｓ） 

瞬間風速⇒3秒間の平均風速（ｍ／ｓ） 
建造物の被害との相関が良いと言われる 

 

 

 

 

 

突風率：最大瞬間風速／10分間平均風速 
2 

最大瞬間風速 

最大風速 



瞬間風速 
（ｍ／ｓ） 

10 20 30 40 50 60以上 

建造物の様子 樋が揺れ始める。 

屋根瓦・屋根葺
材がはがれ始め
る。 

屋根瓦・屋根葺
材が飛散し始め
る。 

屋根瓦・屋根葺
材が広範囲にわ
たって飛散し始
める。 

屋根瓦・葺材お
よび野地板・下
地板が飛散し、
小屋組が露出す
る。 

木造住宅の倒壊
が始まる。 

雨戸やシャッ
ターが揺れる。 

外装材がはがれ
始める。 

外装材が飛散し、
下地が露出し始
める。 

外装材が広範囲
にわたって飛散
し、下地材が露
出し始める。 

鉄骨構造物が変
形する。 

  
自転車置き場な
どのひさしが変
形する。 

カーポートなど
の屋根が変形す
る。 

老朽化した木造
住宅が倒壊する。 

  

  

固定されていな
いプレハブ小屋
が移動、転倒す
る。 

固定の不十分な
金属屋根の葺き
材がめくれる。 

木造小屋の屋根
が骨組みごと飛
散し始める。 

  

  

パイプハウスの
フィルム(被覆材)
が広範囲に破れ
る。 

養生していない
仮設足場が崩落
する。 

金属屋根の葺き
材が広い範囲で
剥がれる。 

  

    
脆弱なパイプハ
ウスでは骨組み
が曲がり始める。 

固定していない
雨戸や窓シャッ
ターが外れはじ
める。 

  

      
堅牢な作りのパ
イプハウスが倒
壊し始める。 

  

日本風工学会ホームページより抜粋 
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平成19年4月 
台風情報に最大瞬間風速を記述 

平成20年3月 
アメダスで瞬間風速の観測を開始 

平成22年度 
最大風速と最大瞬間風速の関係を調査 
最大瞬間風速の予測手法の検討 

平成23年度 
最大瞬間風速を府県情報に記述する部内実験 
突風率の検証 
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 最大風速と突風率の散布図（2009年4月～2010年5月） 
 

最大風速 

突
風
率 

Ｒ=（44.8ｰ0.7Va）/18 
R：予想突風率、Va：最大風速 

 換算表 

資料数：26838個 
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最大風速 
最大瞬間風

速 

10～11 20 

12～15 25 

16～20 30 

21～25 35 

26～29 40 

以下、内陸
の換算表に

同じ 

Ｒ=(60-Va)/25 
R：予想突風率、Va：最大風速  
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最大風速（m/s） 最大瞬間風速 
（m/s） 陸上 島嶼・海上 

１０ １０～１１ ２０ 

１１～１４ １２～１５ ２５ 

１５～１８ １６～２０ ３０ 

１９～２５ ２１～２５ ３５ 

２６～２９ ４０ 

３０ ４５ 

３５ ５０ 

４０ ６０ 

４５ ６５ 

５０ ７０ 

５５ ８０ 

６０ ８５ 

６５ ９５ 
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換算表による予想値（m/s） 

試行期間（H23.5～12） 

全ての予報区域 全ての予想 

+5m/s～ 
-10m/s 

情報回数4320回 

8 



換算表による予想値（m/s） 

試行期間（H23.5～12） 

m/s 

全ての予報区域 予想最大風速の実況との差が+5m/s～-5m/sの事例 

+5m/s～ 
-10m/s 

情報回数2579回 
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換算表を用いて予想最大風速から求める 

各官署独自の予測方法もありうる 

最大風速25m/s以上では台風情報の突風率
(1.4)を用いる 

気象情報に記述するのは府県区内の最大
瞬間風速 

過大になる傾向がある（安全サイド） 

観測地点の風速以上の風が吹いている可能性 
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予想される最大風速は 
○○地方 陸上20メートル 海上25メートル 
○○地方 陸上18メートル 海上20メートル 
○○地方 15メートル 
予想される最大瞬間風速は 
○○地方 陸上35メートル 海上35メートル 
○○地方 陸上30メートル 海上30メートル 
○○地方 30メートル 

予想される最大風速（最大瞬間風速）は 
○○地方 陸上20メートル（35メートル） 海上25メートル（35メートル） 
○○地方 陸上18メートル（30メートル） 海上20メートル（30メートル） 
○○地方 15メートル（30メートル） 

例１：最大風速と最大瞬間風速を分けて記述 

例２：最大風速に括弧付きで記述 
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